
（別紙１） 

「オールオホーツクで学力向上を！」ロードマップ 
 
＜年度末における「目指す子どもの姿」（ゴールイメージ）＞   「一人一人が問いをもち続け、互いに学び合い、学びを自覚している姿」 

・「授業がよくわかる」児童…８割以上  ・「家庭学習に取り組んだ」児童…８割以上  ・「基礎学力テスト」「チャレンジテスト」等…８割以上  

 
【年度末からの引継ぎの状況】  

（
新
年
度
の
体
制
づ
く
り
を
踏
ま
え
、
第Ⅰ

期
に
お
け
る
取
組
の
重
点
を
決
め
る
。） 

【第Ⅰ期：４月～７月評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【第Ⅱ期：８月～１２月評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【年度末：次年度への引継ぎ】 
【
電
話
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
報
告
】（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
次
年
度
の
取
組
を
記
入
す
る
。） 

取
組
の
重
点 

①学習環境の充実 
②授業改善に向けた取組 
③家庭との連携 

取
組
の
重
点 

①学習環境の充実 ①学習環境の充実 取

組

の

重

点 

①学習環境の充実 
②授業改善に向けた取組 
③家庭との連携 

②授業改善に向けた取組 ②授業改善に向けた取組 

③家庭との連携 ③家庭との連携 

具
体
的
取
組
内
容 

①学習準備と机上整理 
【教務：●●】 
②-1 学び合う力の強化 
【研修：●●・●●】 
②-2 ICTの活用 
【教務：●●】 
③家庭学習の工夫 
【研修：●●】 

具
体
的
取
組
内
容 

①学習準備と机上整理 
【教務：●●】 
②-1 学び合いの素地の育成 
【研修：●●・●●・●●】 
②-2  ICTの日常的な活用 
【教務：●●】 
③主体的な家庭学習の推進 
【教務・研修：●●・●●】 

①学習規律の意義の理解と習慣化 
【教務：●●】 
②-1 学び合いの充実 
【研修：●●・●●・●●】 
②-2  ICTの効果的な活用 
【教務：●●・●●】 
③授業と家庭学習「学びのサイクル」化 
【教務・研修：●●・●●】 

具
体
的
取
組
内
容 

①学習規律の習慣化 
【教務：●●】 
②-1 学び合いの質的な転換 

【研修：●●・●●・●●】 
②-2 ICTの効果的な活用 
【教務：●●・●●】 
③授業と家庭学習「学びのサ
イクル」化 
【教務・研修：●●・●●】 

目
標
指
標 

① 全ての授業で、正しい用具の使い方を定着
させる。 

②-1 全ての授業で、理由や根拠を明確にし、
自分の考えを発信する指導を推進する。 

②-2 全ての授業で、実物投影機を常時活
用できるようにしておく。 

③学年に応じて、宿題の他に意欲を高め
る自主学習を進める。 

① どの学級でも学習規律の意義を再度理解
させ、意識化から習慣化へ発展させる。 

②-1 単元の中で子どもが「話し合いた
い」と思える課題を設定する。 

②-2 全職員で実物投影機の活用法を
再度共有し日々の授業に生かす。 

③振り返りをもとに、授業と家庭学習の
サイクルの確立を図る。 目

標
指
標 

① 全ての学級で、机上の学習用具
の種類や位置を統一する。 

②-１全て授業で、考えや理由を
もたせる指導を充実する。 

②-２全ての学級で、実物投影 
機を常時活用できるよう
にしておく。 

③ 学年に応じて、宿題の他に
自主学習を進める。 

目
標
指
標 

① 全学級でチャレンジ７
の指導を徹底する。 

②-1 学びをふり返る場面
を重視し、自己効力感を高
める。 

②-1 対話したくなる課題
を設定し、新たな学びを創
る。 

②-2 タブレット端末の活
用法を共有し日々の授業
に生かす。 

③「家庭学習の手引」により、
自主的に学習する態度を
身に付けさせ、学びのサイ
クルの確立を図る。 

成
果
と
課
題 

○机上には必要なものだけ出す。（８割） 
○言葉をつなぎ、解決へ向かう。（７割） 
〇毎日の宿題、自主学習の実践（９割） 
●学習規律の習慣化（意義の再自覚化） 
●意識のずれを生む課題（必然性ある話合い） 
●ICTの効果的な活用（研修の実施） 

○話す、聴く、ベル席の習慣化（9割） 
○学び合う授業への質的な転換（7割） 
○ICTの効果的な活用、研修の充実（８割） 
●学習規律の習慣化（意義の再自覚化・繰り返し指導の継続） 

●対話したくなる課題の設定（問い、発問の吟味） 
●家庭学習時間を意識させる取組（家庭との連携） 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・前年度サポート問題の分析
結果に基づき、授業で解説、
宿題で定着を図る。 

・課題の見られる児童につい
ては、TTや習熟度学習の授
業を重点的に位置付ける。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・1学期末問題及びサポート問題の分析
結果に基づき、授業で解説、宿題で定着
を図る。 

・課題の見られる児童については、TTや
習熟度学習の授業を重点的に位置付け
る。 

・２学期末問題及びサポート問題の分
析結果に基づき、授業で解説、宿題で
定着を図る。 

・課題の見られる児童については、TT
や習熟度学習の授業を重点的に位置
付ける。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・Webシステムを活用し、児
童のつまずきに応じたきめ
細かな指導や放課後等に補
充的な学習サポートの充実
に生かした。 
・重点学年の結果（全道平均以上）  

学 校 名 ○○町 立 ○○小 学校 

役職・担当者名 研修部長 ・ ●● ●● 



 


